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練 習 船K丸 の 食 料 に つ い て
日高昇 ・秋重 祐 章 ・溝 ロ ー 郎*
Foodstuff in the Training Ship K-Maru
Noboru HITAKA, Yusho AKISHIGE and Ichiro  MIZOGUCHI
 An investigation on foodstuff in the ship was carried out by attending the ocean navigation 
of the training ship Kakuyo-Maru to the Southwest Pacific Ocean in 1972. 
 The amount of foodstuff loaded in the ship was more than the amount specified by the 
Seamen's Law for all but cereals, particularly protein sources such as meats and fruits being 
loaded in great amounts. The calorie of supplied feeding in the ship was 2780 Cal per day 
and protein and vitamine C were supplied in more than necessary amount. Thus, both 
calorie and nutrition were sufficient. However, the amount of left-over food was great in 
the case of crews in particular. Including those other than the feeding, the actual caloric 
intake was 2380 Cal for crews and 2940 Cal for cadets, showing that an equilibrium between 
the consumed  calorie  -and caloric intake of the crews on the voyage, who are engaged usually 
in ordinary voyage, had been kept. 
 In addition, little difference in the increase and decrease of body weight was found 
between crews, but in the case of cadets, an average 1.4 kg increase of body weight was 
found in leaving the ship.
船内生活 は,職 場 と住居が同一であ るため,単 調 な
生活に うるおいを もた らす大 きな要素であ る船 内給食
に対す る関心 は異常に高 く,ま た長期の航海に際 し食







調 査 概 要
1.調 査 は 長崎 大 学水 産学 部 練 習 船 鶴 洋 丸(総 屯 数
1044屯,速 力14節,漁 業 種類 大型 ま き網 漁 業)で 行 っ
た.
2.調 査 は昭 和52年9月30日 長 崎 出港,12月3日 長 崎
帰 港 の間 に行 った.途 中 の寄 港 地等 は次 の通 りで あ る.
『9月30日 長 崎 発
10月5日 ～25日 南 西 太 平 洋 で ま き網 操 業
10月27日 ～11.月4日 ソロモ ン ・ホ ニ ア ラ港
11,月7日 ～12日 ニ ュー カ レ ドニ ア ・ヌ ー メ ァ
港
11月15日 ～20日 フ ィー ジー ・ス パ 港
12月3日 長 崎帰 着
調査結果 とその考察
1.積 載食品
本航海を通 じ,母 港 と寄港地で購入積載 した食品伝
票を もとにして,船 内に積み込ん だ総量を品名毎 に集
計 し,こ れ に積み込み以前の在庫量を加え,帰 港時 の
残 庫量 を差 し引き,更 に航海の途 中操業を行ない漁獲
物の一部 を食膳 に供 した量を追加 し,各 品の廃棄量 を
差 し引き,実 際 に本航海中に消費 した1日1人 当 りの
可食量をTable1に 食品群別 に,船 主が乗船 中の船
員 に支 給すべ き目安 として定めている,船 員法 第80条
第2項 に定め る漁船 の食料表 と併記 した.
本船の積載食料 は,規 定の基準量 に比べ,穀 類のみ
が,漁 船操業中の労働 をもとに した規定量 より少ない






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































よ る食慾不振 と,長 崎入港前数 日荒天 に遭遇 したため
と考 えられ る.
要 約
1.遠 航時における食料は,天 候等の理由によ り予定
航海 日数 の延長 も考え余分 に積み こまれ るが,本 船の
積載食料は,穀 類以外は船員法 の規定量よ り何れ も多
く,特 に獣鳥 肉類 ・卵類 ・豆類 の蛋 白源,そ の他 の果
実類 はかな り上まわ ってい る.
穀類 は投揚網の操業 日数が少な く,通 常の航海が主
で,操 業を主 とす る船 員法漁船の規定量よ りおのず と
下 まわ り,な お残食 中め しがかな りの量投棄 されてい
た ことから,米 の積載量 は更に減 じてよいと考え る.
また獣鳥 肉類は,貯 蔵設備が完備の現況 ではやや過多
である.
2.1日 の給食は,平 均2777Ca1(内 め し1360Ca1)
で,蛋 白 ・ビタ ミンCは 所要量を上まわ り,熱 量栄養
配分共 に充分である.し か し特に乗組 員で は給食の食
べ残 しが多 く,給 食以外か らの摂取熱量 を加えた実 際
の摂取熱量 は,乗 組員2380Ca1・ 学生2940Ca1で,一
方通 常航海中の 消費熱量は,乗 組員2220Ca1・ 学生
2120Calで,乗 組員の エネルギー消費 と摂取の均衡 は
保 たれ,学 生ではやや摂取過多の傾 向が ある.たゞ 操
業 日の消費熱量の測定 はで きなか ったが,やゝ 重い労
作となり,全 航海 を通 じてみれば,消 費熱量 と摂取熱
量の均衡 はおおむね保たれ,栄 養摂取バ ランス も適 切
であ ると判断 され る.
3.本 船 は操業 日数が少な く通 常の航海が主で,そ の
労作は普通 の労作 または軽い労作に属 し,職 住一 体の
船内生活 で充分な給食が供 されていて,やゝ もす ると
摂 取過多 のおそれがあ り,努 めて余 暇を利用 し運動 に
心 がけ,ま た動物蛋 白の過剰摂取 は,高 令化の傾 向に
ある乗組員で は,各 自充 分な配慮が必要である.
おわ りに御指導をいたゞ いた本学医学部衛生学教室
の各位 に,ま た積極的に協力 をいたゞいた鶴洋丸司厨
部 の方 々に衷心よ り謝意 を表す る.
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